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九州大学記者クラブ会員 各位 

 
 

説明会の開催について(お知らせ) 
 
 
このことにつきまして、下記のとおり記者発表を行います。 
なお、今回の記者発表は、東京大学先端科学技術研究センターと九州大学応用力学研究所におい

てテレビ会議を使用しての同時開催となります。 
 
 

記 
 
１．日 時 平成２３年６月２２日（水）１５：００～１７：００  

 

２．場 所 九州大学 応用力学研究所３階講義室（３０１号室） 

春日市春日公園６－１ 

http://www.kyushu-u.ac.jp/access/map/chikushi/chikushi.html 地図６番 

 

 
３．出席者 中村 尚（東京大学 先端科学技術研究センター 教授; 大学院理学系研究科兼担） 
      中島映至（東京大学 大気海洋研究所 教授; 大学院理学系研究科兼担） 

     
※竹村俊彦（九州大学 応用力学研究所 准教授） 

（※ 論文筆頭著者；九州大学よりテレビ会議で参加） 
 

４．発表タイトル 
「福島第１原子力発電所から出された物質のグローバルな輸送をもたらした低気圧とジェット

気流」 

 
５．発表概要 
 「東北地方太平洋沖地震」による津波で被災した福島第１原子力発電所からは，3 月 12〜16

日に大量の放射性物質が大気中に放出されました。本研究グループは，大気微粒子の広域輸送

モデルを用いたコンピュータシミュレーションを実施し，原発近傍から出された微粒子が上空

の強い偏西風ジェット気流に乗って数日の間に米国上空を経て欧州上空にまで達した様子を，

観測のタイミング通りに再現することに成功しました。また，輸送される距離とともに物質の

濃度が人体に影響のないレベルにまで急速に希釈される様子も，ほぼ観測通りに再現された．

さらに，こうした輸送がもたらされた要因が日本付近を通過した低気圧と上空のジェット気流

であることを明らかにしました。 
 
６．発表雑誌：  

掲載予定雑誌名：日本気象学会オンライン学術レター誌 「SOLA (Scientific Online Letters on 
the Atmosphere) 」 

論文タイトル：A numerical simulation of global transport of atmospheric particles emitted 
from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

         [福島第１原子力発電所から大気に放出された微小粒子のグローバルな輸送に

関する数値実験] 



 
著者：Toshihiko Takemura, Hisashi Nakamura, Masayuki Takigawa, Hiroaki Kondo, 

Takehiko Satomura, Takafumi Miyasaka, and Teruyuki Nakajima 
 
 
7．問い合わせ先：  
  竹村俊彦 (TEL: 092-583-7772 ; toshi@riam.kyushu-u.ac.jp ) 
  中村 尚 (TEL: 03-5452-5145; hisashi@atmos.rcast.u-tokyo.ac.jp ) 
  中島映至 (TEL: 04-7136-6325・4401; teruyuki.nakajima@aori.u-tokyo.ac.jp ) 
  *竹村・中村は 6/27 より暫くの間海外出張で，メールでのお問合せにしか対応できません。 

その間，電話でのお問合せは中島教授までお願いします。 
 
 
8．参考： 

本記者会見については、東京大学では、東京大学先端科学技術研究センター３号館３０７号室

で開催いたします。 
なお、本件については、東京大学より、東京大学記者会、文部科学記者会、科学記者会あてリ

リースしていることを申し添えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

【お問い合わせ】 
九州大学応用力学研究所准教授 竹村俊彦  
TEL＆FAX: 092-583-7772 
E-mail： toshi@riam.kyushu-u.ac.jp  



記者会見資料
記者会見資料　2011年6月22日（水）　　東京大学・九州大学

福島第１原子力発電所から出された物質の
グローバルな輸送をもたらした低気圧とジェット気流

中村　尚（東京大学 先端科学技術研究センター 教授）
中島映至（東京大学 大気海洋研究所 教授）
竹村俊彦（九州大学 応用力学研究所 准教授）

できごと

•  3/11　東北地方太平洋沖地震、津波、福島第一原発事故
•  3/17　地惑連合大気海洋・環境科学セクションプレジデント談話
•  3/18　日本学術会議緊急集会「今、われわれにできることは何か？」
•  3/18　気象学会理事長声明
•  3/23, 4/11 原子力安全委員会　最初のSPEEDI結果の公表
•  4/13　安心確認プロジェクト（阪大　谷畑勇夫、東大　大塚孝治）・地球科学プ
ロジェクト（首都大　海老原　充）提案合同会合

•  4/25　原子力安全委員会　SPEEDI拡散情報を毎日公表へ
•  6/4　　科学技術戦略推進費「放射性物質の分布状況等に関する調査研究」
による汚染マップ作成調査、おおむね３ヶ月で公開。

•  ・・・
•  梅雨、台風

•  今後数十年の調査：分野横断（地球化学、大気放射科学 、気象学、海洋
学・・・）、学術会議

•  国際共同調査
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・土壌，地下水，河川水詳細調査
・陸域の水・土壌の鉛直浸透，河川への流入量の連続，
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・土壌侵食モデルへのインプットデータを取得する

河口付近

集中調査地域

地下水観測井戸　

土壌水

森林・土壌からの巻

き上げ

川俣町山木屋地区"
で実施

3
筑波大学　恩田裕一

放出源付近の線量率 発生源

気象研究所　五十嵐康人講演資料から



福島県における空間線量率分布　#$%&'

http://twitter.com/Ishihara_Y/status/57374265149882368国立天文台　石原さんによる

輸送・沈着結果

五十嵐講演資料から

モデルによる3/14 18Zに放出された汚染気塊の等濃度面 (色は高度) 

3/14-15に気圧の谷が通過し、自由対流圏に巻き上げられる 
→ 遠距離輸送 !"#$%&'(滝川雅之氏提供



記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

福島第一原子力発電所から大気に放出された 
微小粒子のグローバルな輸送に関する数値実験 
Takemura, T., H. Nakamura, M. Takigawa, H. Kondo, T. Satomura, T. Miyasaka, 
and T. Nakajima 
A numerical simulation of global transport of atmospheric particles emitted 
from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
Scientific Online Letters on the Atmosphere (SOLA), 7, 101-104, 2011 
doi:10.2151/sola.2011-026. 

•3月16～17日に米ワシントン州で福島第一原発起源と考えられる133Xe（気体）を検
出［米エネルギー省Pacific Northwest National Laboratory］ 
•3月18日に米カリフォルニア州サクラメントで131I, 137Cs等（微粒子）を検出［米環

境保護局USEPA/包括的核実験禁止条約機関CTBTO］ 
•3月20日にアイスランド・レイキャビクで131I（微粒子）を検出［アイスランド当局/

CTBTO］ 
•3月22日～23日にヨーロッパ広域で放射性物質を検出 
➡全球大気微粒子モデルSPRINTARSで再現 

序論 

記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

全球大気微粒子輸送モデルSPRINTARSの概要 

水平分解能　T213（緯度経度約0.56̊） 
鉛直分解能　20層（最下4層は高度約50m, 200m, 
500m, 1000m） 
水平風速・気温はUS National Centers for 
Environmental Prediction (NCEP) の Global 
Forecast System (GFS) データを使用 
越境大気汚染や黄砂の週間予測を提供 
http://sprintars.net/forecastj.html 

特定の放射性物質ではなくpassive tracerとして
の扱い（大気放出後は土壌粒子と同様の扱い） 
粒径は事故直後数日間の東日本での放射線量観測
値の空間分布を参照して決定 
福島第一原発を含む1グリッドの最下層へ3月14日
12UTC以降に一定量のエアロゾルを継続放出 
→ 地域的な相対濃度差を表現 

数値モデル基本情報 

福島第一原発事故対応
シミュレーション設定 



記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

福島第一原発起源微粒子の長距離輸送シミュレーション 

•アメリカ西海岸に到達した量は発生源近傍の10‒8のオーダー 
発生源近傍の放射線量は平常時の102のオーダー 
アメリカ西海岸で検出された放射性物質量は平常時の放射線量の10‒6のオーダーに相当 
➡観測値と一致 

•ヨーロッパへの到達量は発生源近傍の10‒10～10‒9のオーダー 

記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

長距離輸送の仕組みの概略図 
福島地方に南東風をもたらした低気圧に伴う上昇気流
平年より強かった上空の偏西風ジェット気流による遠隔輸送（北米 欧州）



記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

3月15日の日本周辺の気象場 
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SPRINTARS

気象庁による3月15日09UTCの地上天気図．
赤点は福島第一原発の位置． 

記者発表　（2011年6月22日, 東京大学・九州大学） 

3月17日～21日のジェット気流と気圧場 

気象庁の解析による3月17日～21日平均の500hPa
面での風速（カラーコンター）と風向（矢印）．3
月14日12UTCに850hPaでの上昇流が3cm/sec以
上の地域を黒線で囲む．青点は福島，赤点はカリフ
ォルニア，黒点はアイスランドの位置を示す. 

～～ 平平均均のの上上空空 付付近近のの風風   

時時のの上上空空 付付近近のの上上昇昇流流   
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